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スの f黙示録論jの影響に注呂する研究ばかりだった。そうした状況のなか、本論文は福田 f戯曲jの f放
送劇 チャタレイ夫人の恋人Jゃ f戯曲 武蔵野夫人jに注目して、それらの作品にロレンスの『チャタレ
イ夫人の恋人Jが与えた影響を検証しようとしたのである。とくに、福田が「自意識の悪循環jという発想
をロレンスから読み取り、その発想を発展させていったことが明らかにされている。







































(1952年) (1952年)、シェイクスピアの fマクベスjを「下敷jにした戯曲 f現代の英雄j(1952年)と f明















2~5 章j と同等に並べるには問題が残る。「第 2~5 章J は各論であり、「第 1 章j の実証的考察であるた
めである。
とはいえ、このような斬新な課題への取り組みは前例がないだけに、福田戯曲を「英文学受容Jという視
点から解明した本論文の成果は、極めて優れたものであると判断される。
平成 24年5月29B、人文社会科学研究科学位論文審査委員会において、審査委員全員出席のもと、本論
文について著者に説明を求めた後、関連事項について質疑応答を行った。審議の結果、審査委員全員一致で
合格と判定された。
上記の論文審査ならびに最終試験の結果に基づき、著者は博士(学術)の学位を受けるに十分な資格を有
するものと認める。
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